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◆ 三角関数  [注] 三角関数は、５N試験には出題されません。 

                                                        

１ 三角関数とは 

下図に示す平面直角三角形⊿ABCにおいて、夾角をθとすると、垂辺（BC）、底辺（AC）

及び斜辺（AB）の各辺の長さの比は、夾角θの関数となる。この関係を三角関数という。 
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                底辺の長さ 

              （平面直角三角形） 

上の平面直角三角形⊿ABCにおいて、各辺の長さの比が夾角θの関数であることを、下の

枠内に掲げた①～④式のように表す｡（⑤式は三角関数を表したものではない。） 

                  ＜暗記＞ 

① Sinθ＝ 垂辺の長さ / 斜辺の長さ  

② Cosθ＝ 底辺の長さ / 斜辺の長さ←逆数→④ Secθ＝ 斜辺の長さ / 底辺の長さ                   

③ Tanθ＝ 垂辺の長さ / 底辺の長さ 

⑤ Secθ＝ 1 / Cosθ  

 

（参考）上の枠内の①～④式を下記の①’～④’式のように変化させて覚えておくと便利

である。 

  ①’垂辺の長さ＝斜辺の長さ×Sinθ   

②’底辺の長さ＝斜辺の長さ×Cosθ 

③’垂辺の長さ＝底辺の長さ×Tanθ 

④’斜辺の長さ＝底辺の長さ×Secθ 

 

[記号の読み方] Sin：サイン Cos: コサイン（コス） Tan:タンゼント  

Sec:セカント（セック） θ：シータ 

 

２ 電卓を用いて三角関数の真数を求める計算 

  平面直角三角形の夾角θを一定の角度に保ったときに得られる各辺の長さの比の値を、
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三角関数の真数という。  

 

例題 1 Sin３０°-１５′の真数を求めよ。 

（キー操作）  Sin →３０°→1５′→ ＝ の順にキーを押す｡ 

Sin３０°-１５′＝０．５０３７７３９ ←答 

例題２ Cos４５°-３０′の真数を求めよ。 

（キー操作）  Cos →４５°→３０′→＝ の順にキーを押す｡ 

Cos４５°-３０′＝０．７００９０９３ ←答 

例題３ Tan３３°-４５′の真数を求めよ。 

（キー操作）  Tan →３３°→４５′→＝ の順にキーを押す｡ 

Tan３３°-４５′＝０．６６８１７８６ ←答 

例題４ Sec６２°-３０′の真数を求めよ。 

Sec６２°-３０′＝１/ Cos６２°-３０′＝２．１６５６８０６ ←答 

（キー操作）  Cos →６２°→３０′→ ＝ → 1/x の順にキーを押す｡ 

 

３ 電卓を用いて三角関数の逆三角関数値を求める計算 

  三角関数の真数に対する夾角θの値を逆三角関数値という。 

 

例題１ Sinの真数が０．５０３７７３９となる逆三角関数値を求めよ。    

（キー操作） Shift→Sin→０．５０３７７３９→ ＝  の順にキーを押す｡  

   Sin⁻¹ ０．５０３７７３９＝３０°-１５′←答 

（参考）真数０．５０３７７３９の数字が電卓の表示部に既に表示されているときの逆三

角関数値を求めるキー操作は、Shift→Sin→＝ の順となります｡ 

例題２ Cosの真数が０．７００９０９３となる逆三角関数値を求めよ。 

（キー操作） Shift→Cos→０．７００９０９３→＝ の順にキーを押す｡ 

Cos⁻¹ ０．７００９０９３＝４５°-３０′←答  

例題３ Tanの真数が０．６６８１７８６となる逆三角関数値を求めよ。 

（キー操作） Shift→Tan→０．６６８１７８６→＝ の順にキーを押す｡ 

Tan⁻¹０．６６８１７８６＝３３°-４５′←答 

[記号の読み方] ⁻¹：アーク  Sin⁻¹：アークサイン  Cos⁻¹：アークコス                                           

Tan⁻¹：アークタンゼント 

 

４ 三角関数の応用問題 

 

例題１ 下図の平面直角三角形⊿ABCにおいて、斜辺の長さ３５０海里、夾角３1°-５１′ 

  のとき、垂辺及び底辺の長さをそれぞれ求めよ。              ４N 
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（解）                       B      ３５０′ 

① 垂辺の長さ（BC）を求める                 

BC＝３５０×Sin３１°-５１′＝１８４．６９′       θ 

② 底辺の長さ（AC）を求める           C          A 

AC＝３５０×Cos３1°-５１′＝２９７．３０′                                

答 １８４．７海里、２９７．３海里 

例題２ 下図の平面直角三角形⊿ABCにおいて、垂辺の長さ４５海里、底辺の長さ１３５海

里のとき、夾角θ及び斜辺の長さを求めよ。                 ４N                                               

（解）  

① 夾角θを求める                 B 

Tanθ＝４５÷１３５＝０．３３３３３３３３３ ４５′        

θ＝Tan⁻¹０．３３３３３３３３３              θ 

＝１８．４３４９４８８２°                    C           A 

② 斜辺の長さ（AB）を求める               1３５′  

AB＝１３５×Sec１８．４３４９４８８２ 

＝１３５÷Cos１８．４３４９４８８２ 

＝１４２．３０′ 

答 １８．４３４９４８８２°、１４２.３海里  


